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市
の
消
防
団
員
は
、
１
４
６

３
人
（
令
和
５
年
２
月
１
日
現

在
）
で
す
。
し
か
し
、
人
口
の

減
少
や
特
に
若
年
層
の
減
少
、

就
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
伴
い

消
防
団
員
の
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
消
防
団
員
の
確
保
の

た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
年
額
報
酬
や
部
長
、
班

長
お
よ
び
団
員
の
定
年
を
表
の

と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
報
酬
３
万
6500
円

条　例

　

子
育
て
世
代
の
保
護
者
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
く
し
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
少
子
化

対
策
お
よ
び
子
育
て
世
代
の
定

住
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
市
の

「
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金
支

給
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
ま

　
「
出
産
育
児
一
時
金
」
の
支

給
額
を
50
万
円
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
42
万
円
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

50
万
円
の
「
出
産
育
児
一
時

金
」
を
受
け
取
れ
る
の
は
、
令

和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
出
産

し
た
。

主
な
改
正

　

第
１
子
お
よ
び
第
２
子
の
出

生
祝
金
を
２
万
円
か
ら
５
万
円

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
出
生
祝
金
は
、

「
出
産
応
援
給
付
金
」
と
「
子

育
て
応
援
給
付
金
」
の
両
方
受

給
で
き
ま
す
。

　

病
院
事
業
の
経
営
健
全
化
に

向
け
、
市
立
若
柳
病
院
の
一
般

病
床
数
を
60
床
か
ら
45
床
と
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

市「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
低
所
得
者

や
中
間
所
得
者
層
に
配
慮
し
、

税
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正

　

①
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
課

税
額
の
賦
課
限
度
額
を
20
万
円

か
ら
22
万
円
に
引
き
上
げ
。

　

②
５
割
軽
減
す
る
所
得
判
定

基
準
の
金
額
を
28
万
５
０
０
０

円
か
ら
29
万
円
。
ま
た
、
２
割

軽
減
す
る
所
得
の
判
定
基
準
の

金
額
を
52
万
円
か
ら
53
万
５
０

０
０
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
ま
し
た
。

し
た
人
で
す
。

　

今
回
、
市
の
国
民
健
康
保
険

条
例
の
「
出
産
育
児
一
時
金
」

を
「
42
万
円
」
か
ら
「
50
万
円
」

に
改
正
し
た
理
由
は
、国
の「
国

民
健
康
保
険
法
施
行
令
」
が
改

正
さ
れ
た
た
め
で
す
。

職　　名 改正後 改正前
団長 16万6000円 16万1300円
副団長および地区団長 13万4000円 12万9500円
本部長および地区副団長 7万7000円 7万2400円
分団長 6万6000円 6万1100円
副本部長および副分団長 5万5000円 4万9700円
部長 5万1000円 4万5200円
班長 4万5000円 3万9200円
団員 3万6500円 2万8000円

職　　名 改正後 改正前
部長および班長 70歳 67歳
団員 70歳 67歳

消防団員の年額報酬表

定年の年齢表

訓練に励む消防団員

子どもは栗原の宝

国
保
税
５
割
・
２
割
軽
減

所
得
の
基
準
引
き
上
げ

一
般
病
床
数

60
床
を
45
床

若柳病院

出
生
祝
金
５
万
円

50 万円支給
出産育児一時金

第
１
子

第
２
子

　２月定例議会では、15件の条例議案が提案されました。議会は、原案の
とおり可決しました。主な条例を掲載します。（令和５年４月１日施行）
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２
月
定
例
議
会
で
は
、
国
が
新
た
に
創
設
し
た
「
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
」
に
よ
る
、
市
の

事
業
費
の
専
決
処
分
（
※
１
）
の
承
認
を
求
め
ら
れ
、
議
会
は
原
案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
補
正
予
算
で
は
３
億
７
３
０
０
万
円
が
減
額
さ
れ
た
の
で
す
が
、
国
保
特
別
会
計
な

ど
に
約
２
億
６
０
０
０
万
円
が
繰
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
、情
報
通
信
技
術（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
発
展
に
伴
い
、
議
会

議
員
（
定
数
24
人
）
全
員
と
議

会
事
務
局
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
必

要
と
の
結
論
に
達
し
、
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
、

限
度
額
２
２
５
０
万
円
の
債
務

負
担
行
為
（
※
２
）
の
補
正
予

算
の
追
加
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
議
会
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
導
入
に
む
け
、
議
会
運

営
委
員
会
を
中
心
に
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
操
作
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
静
岡
県
御
殿
場
市
を
調
査

【
記
事
８
㌻
】
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
全
員
に
よ
る
体

験
操
作
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

専
決
処
分
と
は
、
予
算
や
条

例
な
ど
を
、
首
長
が
議
会
の
議

決
を
経
ず
に
自
ら
の
権
限
で
決

め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
地
方

自
治
法
で
定
め
て
お
り
、
緊
急

時
で
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が

な
い
場
合
な
ど
に
、
専
決
処
分

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
処
分
後
に
は
、
次
の

議
会
で
報
告
し
て
承
認
を
求
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

債
務
負
担
行
為
と
は
、
将
来

の
支
出
を
予
め
約
束
す
る
行
為

の
こ
と
で
す
。 

次
年
度
以
降

に
経
費
の
支
出
を
義
務
付
け
る

契
約
を
締
結
す
る
と
き
に
用
い

ま
す
。

　

主
な
内
容

「
出
産
応
援
給
付
金
」

　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に

妊
娠
届
を
出
し
た
妊
婦
に
５
万

円
を
支
給
し
ま
す
。
流
産
や
死

産
も
含
み
、
令
和
４
年
は
３
１

０
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

「
子
育
て
応
援
給
付
金
」

　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
１
人
あ
た
り

５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
令
和

４
年
は
２
０
４
人
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
が
新
た
に

「
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
」

を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市

の
事
業
費
は
約
２
５
８
０
万
円

で
す
。

　

議
会
は
、
１
月
補
正
予
算
の

専
決
処
分
を
求
め
ら
れ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

2
月
補
正
予
算
で
は
令
和
４

年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
以
下
、
国
保
会
計
）
の
決

算
額
は
、
被
保
険
者
の
所
得
減

少
に
よ
り
国
保
税
な
ど
の
収
入

が
県
へ
の
納
付
金
に
対
し
て
２

億
９
０
０
０
万
円
の
不
足
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
足
額
を
国
保
会
計
の

財
政
調
整
基
金
（
以
下
、
財
調

基
金
）
の
令
和
４
年
度
末
の
残

高
２
億
８
０
０
０
万
円
を
繰
り

入
れ
す
る
と
、
国
保
会
計
の
財

調
基
金
が
枯
渇
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
一
般
会
計
か
ら
国

保
会
計
の
財
調
基
金
の
積
立
金

と
し
て
２
億
円
を
繰
り
出
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
に
補

助
金
と
し
て
、
２
１
１
０
万
円

を
追
加
し
、
病
院
事
業
会
計
に

は
１
２
０
０
万
円
を
一
般
会
計

か
ら
繰
り
出
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

市
は
、
妊
娠
届
出
時
よ
り
妊

婦
や
特
に
０
歳
か
ら
２
歳
の
低

年
齢
期
の
子
育
て
家
庭
に
寄
り

添
い
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子

育
て
ま
で
の
一
貫
し
た
相
談
支

援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
経

済
的
支
援
を
一
体
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

補正予算

出
産
・
子
育
て

応
援
給
付
金

早
く
支
給

国保会計などに
２億6000万円
� 追加

ひ
と
く
ち
メ
モ

議
会
で
活
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

限
度
額
は
2250
万
円

専

決

処

分

債
務
負
担
行
為

子どもを育む愛情

議員による体験操作を実施

※
１

※
２


